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The World of the Bible “Syracuse, a city of Papyrus” / Photo & Essay by Yokoyama  Tadashi 

　
「
三
か
月
後
、
私
た
ち
は
、
こ
の
島
で
冬
を

越
し
て
い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
船
に
乗
っ

て
出
航
し
た
。
デ
ィ
オ
ス
ク
ロ
イ
の
船
首
像
の

付
い
た
船
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
シ
ラ
ク
サ

に
寄
港
し
て
三
日
間
そ
こ
に
滞
在
し
…
」

（
使
徒
二
八
・
一
一
－
一
二
）

　

シ
チ
リ
ア
島
東
岸
の
町
シ
ラ
ク
サ
に
橋
で
つ

な
が
る
オ
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
島
を
訪
ね
ま
し
た
。

広
場
の
中
央
に
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
堂
々
た
る

ド
ゥ
オ
ー
モ
が
建
っ
て
い
ま
す
。
豪
華
な
祭
壇

の
両
側
の
壁
に
は
、
パ
ウ
ロ
が
シ
ラ
ク
サ
に
上

陸
し
た
時
の
情
景
が
描
か
れ
た
絵
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
場
か
ら
数
分
南
に
歩
く
と
、
海
岸
に

接
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
ア
レ

ト
ゥ
ー
ザ
の
泉
が
あ
り
ま
す
。
神
話
に
は
、
川

の
神
ア
ル
フ
ェ
ウ
ス
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
妖
精

ア
レ
ト
ゥ
ー
ザ
が
泉
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、

パ
ピ
ル
ス
の
茂
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ラ
ク

サ
は
パ
ピ
ル
ス
の
保
護
地
と
さ
れ
、「
パ
ピ
ル

ス
の
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
町
を
流
れ
る

ア
ナ
ポ
川
に
は
繁
茂
地
が
あ
る
よ
う
で
す
。
泉

の
付
近
の
土
産
店
で
は
、
素
朴
な
パ
ピ
ル
ス
紙

に
描
か
れ
た
絵
画
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

聖
書
の
「
バ
イ
ブ
ル
」
と
い
う
言
葉
の
語
源

が
、
古
代
の
書
写
材
料
の
パ
ピ
ル
ス
の
茎
の
髄

を
表
す
ギ
リ
シ
ア
語
「
ビ
ブ
ロ
ス
」
か
ら
来
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

新聖
書
の

世
界 48

写
真
／
文  

横
山
匡

パ
ピ
ル
ス
の
町
シ
ラ
ク
サ



Bible Verse & Essay by Kokai Hikari

家
の
中
で
最
も
重
要
な
光
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
で
は
な
く
︑
暗
闇
で
躓
か
な
い
よ
う
に
足

元
を
照
ら
す
夜
光
灯
︒
聖
書
に
記
さ
れ
た
時
代
の
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
は
︑
何
メ
ー
ト
ル
先

ま
で
を
も
照
ら
す
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
と
は
違
い
︑
一
歩
先
を
照
ら
す
ほ
ど
の
灯
り
︒

神
の
言
葉
は
︑
私
た
ち
の
一
歩
一
歩
を
導
く
明
か
り
で
あ
る
︒
そ
の
明
か
り
に
頼
っ
て

歩
む
時
︑
続
く
人
々
も
ま
た
信
頼
と
平
安
の
う
ち
に
暗
闇
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
︒

中
国
の
山
村
で
︑
宣
教
師
は
聖
書
を
通
し
て
読
み
書
き
を
教
え
た
と
い
う
︒
読
む
こ
と

を
覚
え
た
一
人
の
少
女
は
喜
び
の
う
ち
に
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
る
︒﹁
神
様
︑
私
を
生

き
た
聖
書
と
し
て
く
だ
さ
い
︒
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
が
︑
私
を
通
し
て
あ
な
た

の
言
葉
を
知
る
た
め
に
︒﹂
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小
海  

光

こ
か
い  

ひ
か
り

合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
牧
師
・
宣
教
師
、

公
益
財
団
法
人
ウ
ェ
ス
レ
ー
財
団
代
表
理
事
、
日
本
聖
書
協
会
理
事
会
書
記

表紙の言葉
今回の表紙はカトリック鶴岡教会です。
聖堂は1903（明治36）年に献堂された
木造瓦葺のバジリカ型三廊ロマネスク様
式で、1979（昭和54）年国指定重要文
化財に指定されています。教会内には、
日本では珍しい「黒い聖母像」が安置さ
れ、訪れる人々の願いを日々受け止めて
います。青空に映える凛とした美しい佇
まいの教会です。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　 

頭
　 

聖
　 

句 
あ
な
た
の
言
葉
は
私
の
足
の
灯

と
も
し
び

私
の
道
の
光
。

︵
詩
編
119
編
105
節
　
聖
書
協
会
共
同
訳
︶

 2 ソア49号発行によせて
	 	 BS NEWS　 具志堅		聖

 3 特集
	 	 講壇用聖書いま・むかし
	 	 広報部

 8 JBS情報
	 	 インタビュー　聖書協会共同訳
	 	 朗読ナレーターに聞く

  イベント情報
	 	 聖書協会共同訳セミナー（神奈川）

10 人物と聖書�　鈴木範久
	 	 矢嶋楫子と聖書

12 エッセー�　岡野絵里子
	 	 祈りへの回帰

14 AVACOだより

15 Bible	Guide
	 	 聖書協会共同訳　詩編をよむために
	 	 ひと時の黙想－全き心を求めて　黙想シリーズ

16 日本聖書協会後援会にご入会ください！
								「いのちの糧を届けたい！」

17 第７回聖書動画コンテスト作品募集

C O N T E N T S



2BS  News

　コロナ禍2年目となった2021年、聖
書協会世界連盟（UBS）は5月9日で75
周年を迎えました。今年UBSは危機を
克服するために「UBS連帯基金」を活
用して、苦境に立つ29か国の聖書協会
を支援しました。また、アフリカ大陸に
あるカーボベルデ共和国・中央アフリカ
共和国・南スーダン共和国の3か国と、
中央アジアに位置するウズベキスタン共
和国にある聖書協会がUBSに加盟しま
した。 一歩一歩ですが協力の輪は広
がっています。
　また、2038年までに1200ある聖書翻
訳プロジェクトを完成させるという「聖書
翻訳ロードマップ（The UBS Translation 
Roadmap）」は、コロナ禍でも着実に進
んでいます。UBS以外の聖書翻訳団体
とも協力しながら、さまざまな取り組み
が進められています。ちなみに、日本
でも行われている「手話訳聖書製作」

もプロジェクトの一つです。
　そして、 来年2023年秋開催予定の

「UBS世 界 大 会（World Assembly）」
はコロナ危機を考慮してその開催地を
ガーナからオランダに変更しました。そ
の大会テーマは「神の言葉・世界のた
めの和解（God’s Word: Reconciliation 
for the World）」です。これから準備が
進められます。
　最後に、2021年はUBS Fellowship
内で、30〜40年という長きにわたって
務めた多くのベテランの働き人が引退
し、多くの役職に新しい方々が任命され
ました。その一例は隣国フィリピンです。

ノラ・ルセロ氏に代わってペリー・カル
テラ氏（Perry Cartera）が新しい総主
事として7月1日に就任しました。時とと
もに変化するUBSの歩みでした。

コロナ禍における
聖書協会世界連盟（UBS）

の取り組み

USB翻訳ロードマップ

フィリピン聖書協会の
新総主事P.カルテラ氏

総主事  具志堅  聖　          
General Secretary
Gushiken Kiyoshi 

ソア49号発行によせて
　昨年、日本聖書協会（JBS）のイベント活動はリモート配信を軸に行われ、

ようやく10月半ばから一部でリアル開催を行えるようになりました。一方、

コロナ禍にありながらも、さまざまな業務の整理・在庫の調整・建物の修繕

工事などを行うことができたことは大きな進展でした。定例の活動が休止状

態であったからこそ着手できたのです。「禍を転じて福となす」を経験する

一年でした。

　また、「自由と不自由」について考えさせられることが多くありました。

自分がやりたいことをやるという自己本位な自由のあり方は、決して通用し

ないこと、多くの場合それは悪を生むことを緊急事態宣言下で経験したと思

います。手指衛生の徹底・マスク着用・ソーシャルディスタンスなど、ある

一定のルールや制限があってこそ、人々の行動の安全・自由が守られ、私た

ちの生活や人生が保たれ営まれることを経験する時であったと思います。そ

の基礎は、他者への思いやりから始まるのだとも教えられました。

　「きょうだいたち、あなたがたは自由へと召されたのです。ただ、この自

由を、肉を満足させる機会とせず、愛をもって互いに仕えなさい。」

（ガラテヤ５：13）

　新しい思いをもって、新年度の活動を進めていきます。ぜひ今後ともご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。



3 The Pulpit Bible Then and Now 

表
紙
が
分
厚
く
、
そ
の
重
厚
な
つ
く
り
と
、
本
体
も
厚
み
と
重
量
が
あ
り
、

見
た
目
の
印
象
よ
り
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
講
壇
用
聖
書
。

そ
れ
は
礼
拝
堂
の
中
心
に
据
え
ら
れ
象
徴
的
な
存
在
感
を
放
つ
。

二
〇
二
二
年
春
、
い
よ
い
よ
「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
の
大
型
講
壇
用
聖
書
の

製
作
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
号
は
文
語
訳
か
ら
聖
書
協
会
共
同
訳
ま
で
、

四
つ
の
協
会
訳
の
、
講
壇
用
聖
書
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
た
い
。

─
─
広
報
部

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
の
明
治
元
訳
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
大
正
改
訳
の
講
壇
用
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
の
初
版
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
聖
書
に

お
い
て
も
、「
講
壇
用
」
と
い
う
用
途
、
型
式
を
示
す

名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）

年
か
ら
日
本
聖
書
協
会
設
立
以
来
、
発
行
が
続
け
ら
れ

た
機
関
誌
「
日
本
と
聖
書
」
第
二
号
（
昭
和
一
三
年
六

月
発
行
）
の
邦
語
聖
書
目
錄
（
臨
時
改
定
）
に
「
敎
壇

用
」
と
あ
る
の
が
、
国
内
で
最
も
古
い
講
壇
用
聖
書
の

記
録
と
推
定
さ
れ
る
。
旧
新
約
の
講
壇
用
は
目
録
番
号

「
21
」
に
該
当
し
「
上
製
總
皮
赤
下
金
緣
　
定
價

一
九
、〇
〇
円
（
19
円
）」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
敎
壇
用

改
譯
新
約
聖
書
の
記
載
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
「
背
皮
金

緣
　
定
價
六
、〇
〇
円
（
6
円
）」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

文
語
訳
旧
新
約
全
書

　
一
九
世
紀
末
、
明
治
期
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各

教
派
の
教
会
が
各
地
に
建
て
ら
れ
た
。
古
く
か
ら
こ
れ

ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
中
心
と
し
て
礼
拝
堂
に
備

え
付
け
ら
れ
て
き
た
大
判
の
聖
書
は
、
大
型
（
大
形
）

講
壇
用
と
呼
ば
れ
る
。
文
語
訳
（
元
訳
）
以
来
約

一
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
外
寸
は
お
よ
そ
31
セ
ン
チ
、
23

セ
ン
チ
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
き
た
。
礼
拝
堂
の
講
壇
に

専
用
の
大
判
の
聖
書
が
備
え
付
け
ら
れ
て
き
た
経
緯
に

つ
い
て
確
か
な
記
録
や
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
銀
座
・
聖
書
館
ビ
ル
七
階
の
旧
聖
書
図
書
館
に

は
、
複
数
の
文
語
訳
旧
新
約
の
講
壇
用
聖
書
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
最
も
古
い
講
壇
用
聖
書
は
、

講
壇
用
聖
書 

い
ま
・
む
か
し

特集

聖書協会共同訳
講壇用聖書（見本）



4

ト
教
会
の
伝
統
を
汲
む
日
本
基
督
教
団
銀
座
教
会
が
あ

る
。
会
堂
の
一
階
を
占
め
る
東
京
福
音
会
セ
ン
タ
ー
に

は
、
文
語
訳
の
大
型
講
壇
用
聖
書
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
あ
ち
こ
ち
擦
れ
て
白
っ
ぽ
く
な
っ
た
黒
い
ク
ロ
ス

表
紙
が
、
こ
の
聖
書
の
通
っ
て
き
た
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
。
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
第
二
次
会
堂
の
後
に
建

て
ら
れ
た
、
第
三
次
会
堂
（
一
九
二
八
～
一
九
八
二
年
）

時
代
に
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
聖
書

の
遊
び
紙
に
は
、「
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
五
日
銀
𫝶

教
會
創
立
六
十
年
記
念
」
と
い
う
、
日
本
聖
書
協
会
か

ら
の
祝
い
の
字
句
が
筆
書
き
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
奥

付
に
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
製
作
で
「
壱
七

圓
」
と
記
さ
れ
た
紙
が
貼
付
さ
れ
、
戦
前
の
製
造
を
示

し
て
い
る
。
戦
前
の
消
費
者
物
価
を
正
確
に
表
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
仮
に
一
円
が
二
千
円
程
度
で
あ
っ
た
と

想
定
し
て
換
算
す
る
と
、
三
万
四
千
円
に
相
当
す
る
。

当
時
に
お
い
て
も
相
当
に
高
額
な
製
品
で
あ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
銀
座
教
会
第
三
次
会
堂
で
は
後
の
一
九
五
五
（
昭
和

三
〇
）
年
四
月
に
「
口
語
聖
書
完
成
感
謝
式
典
」
が
営

ま
れ
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
鵜
飼
勇
牧
師
（
第
一
三
代
）

が
評
議
員
、
後
に
常
務
理
事
と
し
て
聖
書
協
会
事
業
に

長
く
役
員
と
し
て
携
わ
り
、
両
者
が
緊
密
な
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
完
成
し
た
口
語
訳
や
、

続
い
て
新
共
同
訳
が
普
及
し
て
い
く
中
で
、
全
国
的
に

文
語
訳
の
講
壇
用
聖
書
も
、
そ
れ
ら
の
新
し
い
翻
訳
聖

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
末
に
金
箔
使
用
制
限
規
則

が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
、
装
幀
用
皮
革
の
不
足
と
高
騰
を

理
由
に
、「
邦
語
聖
書
数
種
の
金
緣
装
幀
を
中
止
し
、

赤
緣
磨
き
を
以
て
之
に
代
へ
、
又
皮
革
装
幀
其
他
を
整

理
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
日
中
戦
争
下
で
の
制
限
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
一
四
年
後
の

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
の
広
告
に
は
「
ク
ロ
ー
ス

装
二
、五
〇
〇
円
、
上
製
総
皮
装
四
、〇
〇
〇
円
」
と
あ

り
、
皮
装
で
は
実
に
二
一
〇
倍
も
の
価
格
上
昇
に
な

る
。

　
銀
座
・
聖
書
館
か
ら
ほ
ど
近
く
、
数
寄
屋
橋
交
差
点

の
一
つ
隣
の
銀
座
西
四
丁
目
交
差
点
角
に
、
メ
ソ
ジ
ス

特集

旧聖書図書館の
講壇用書棚（部分）

明治元訳の講壇用聖書
（1896年）

「聖書と日本」第8巻4号（1951年11月）掲載の広告葉山教会の文語訳講壇用聖書
現在も主日礼拝で朗読に用いられている

大正改訳の講壇用聖書
（1927年）
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れ
て
い
た
。
当
初
、
現
代
語
訳
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の

が
改
め
ら
れ
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
四
月
に
口

語
訳
聖
書
が
全
巻
完
成
し
た
。「
大
形
講
壇
用
聖
書
」

は
そ
の
約
二
年
後
の
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
一

月
に
刊
行
さ
れ
、
当
時
の
「
聖
書
協
会
報
」
に
よ
れ
ば
、

頒
布
価
は
一
万
円
で
、
一
年
足
ら
ず
の
間
に
三
〇
〇
冊

を
受
注
し
た
と
さ
れ
る
。
口
語
訳
講
壇
用
聖
書
の
製

作
、
頒
布
数
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
後
キ

リ
ス
ト
教
が
盛
ん
に
な
り
、
各
地
で
教
会
も
数
多
く
建

て
ら
れ
て
い
た
時
期
と
す
れ
ば
、
当
時
は
受
注
も
多

か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
し
か
し
、
口
語
訳
講
壇
用
聖
書
は
十
年
後
に
い
っ
た

ん
品
切
れ
休
刊
と
な
り
、
そ
の
後
読
者
の
要
望
の
声
に

押
さ
れ
、
日
本
聖
書
協
会
設
立
一
〇
〇
年
を
記
念
す
る

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
よ
う
や
く
二
刷
り
が
再

販
さ
れ
た
。
そ
の
予
定
数
は
五
〇
〇
冊
、
頒
布
予
価
は

七
万
五
千
円
（
予
約
特
価
七
万
円
）、
し
か
し
予
約
は

半
数
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
。
一
気
に
七
倍
も
価

格
が
上
昇
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

こ
と
か
ら
も
、
古
く
か
ら
講
壇
用
聖
書
の
製
作
に
難
し

さ
が
伴
っ
て
き
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

　
教
会
公
用
の
聖
書
に
口
語
訳
を
用
い
て
い
る
日
本
基

督
教
団
渋
谷
教
会
は
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
末
に

現
在
の
教
会
堂
が
献
堂
さ
れ
た
記
念
と
し
て
、
口
語
訳

の
講
壇
用
聖
書
を
購
入
し
た
。
以
来
、
三
〇
年
が
経
過

し
た
今
も
大
切
に
講
壇
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

書
に
入
れ
替
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
神
奈
川
県
三
浦

半
島
西
部
に
あ
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
葉
山
教
会
の
講

壇
に
は
、
今
な
お
文
語
訳
講
壇
用
聖
書
が
置
か
れ
、
毎

週
の
主
日
礼
拝
で
司
式
者
に
よ
り
文
語
訳
の
聖
書
朗
読

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
現
任
の
中
村
健
一
牧
師
の
前
々

任
で
あ
る
宮
崎
豊
文
牧
師
に
よ
っ
て
長
老
会
で
決
議
さ

れ
て
以
来
、
そ
の
伝
統
は
変
わ
ら
ず
、
今
も
文
語
訳
講

壇
用
聖
書
が
大
切
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
。

口
語
訳
講
壇
用
聖
書

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
戦
後
教
育
の
一
環
と
し
て
、

現
代
的
な
国
語
表
現
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
聖

書
も
現
代
仮
名
遣
い
の
新
し
い
翻
訳
の
必
要
性
が
叫
ば

新
共
同
訳
講
壇
用
聖
書

　『
聖
書
　
新
共
同
訳
』
の
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）

年
九
月
の
発
行
後
、
講
壇
用
聖
書
は
二
年
余
り
を
経
て

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
表
紙
づ
く

り
を
は
じ
め
、
小
口
に
金
箔
を
金
属
製
の
ロ
ー
ラ
ー
で

圧
着
す
る
「
金
こ
ろ
」
と
い
っ
た
工
程
の
多
く
が
手
作

業
で
あ
り
、
伝
統
工
芸
手
法
に
よ
り
一
冊
ず
つ
製
本
さ

れ
て
き
た
。
旧
新
約
聖
書
の
当
時
の
頒
布
価
は
、
期
間

限
定
で
特
別
価
格
一
〇
万
円
（
定
価
一
二
万
円
）
で

あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
両
教
会
の

公
用
聖
書
と
し
て
用
い
る
た
め
、
新
共
同
訳
は
初
め

て
、
旧
新
約
旧
約
聖
書
続
編
つ
き
（
定
価
一
四
万
円
）

に
よ
る
講
壇
用
聖
書
刊
行
が
実
現
し
た
。
ま
た
、

一
九
九
八
年
か
ら
は
従
来
の
黒
革
装
表
紙
だ
け
で
な

く
、
赤
、
白
、
緑
の
三
色
の
革
表
紙
装
幀
を
ラ
イ
ン

渋谷教会の口語訳講壇用聖書
会堂正面の中央に
置かれている

「聖書協会報」（1958
年10月）口語訳発売
時の記事

遊び紙の筆書き
銀座教会所蔵
文語訳講壇用聖書
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り
の
新
訳
と
し
て
発
行
し
た
最
新
の
翻
訳
『
聖
書
　
聖

書
協
会
共
同
訳
』
は
、
初
版
以
来
三
年
が
経
過
し
た
。

教
会
や
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
採
用
は
徐
々
に
進
み
、
講

壇
用
聖
書
の
発
行
が
長
ら
く
待
た
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
二
〇
二
〇
年
に
発
行
し
た
ソ
ア
四
七
号
で
も

触
れ
た
よ
う
に
、
大
半
の
工
程
が
手
作
業
で
行
わ
れ
て

き
た
講
壇
用
聖
書
の
国
内
製
本
は
、
年
間
製
本
数
が
い

ま
や
わ
ず
か
数
冊
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
ご
く
薄
い

金
箔
を
継
ぐ
特
殊
な
専
門
技
術
の
担
い
手
が
高
齢
化
に

よ
っ
て
引
退
、
仕
事
量
の
著
し
い
減
少
、
後
継
者
が
確

保
で
き
な
い
な
ど
、
現
実
的
に
そ
の
特
殊
さ
ゆ
え
に
多

く
の
問
題
に
直
面
し
、
も
は
や
国
内
製
作
の
道
が
絶
望

的
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
急
き
ょ
代
替
の
製
作

手
段
を
探
す
こ
と
が
課
せ
ら
れ
た
出
版
部
で
は
、
こ
れ

ま
で
海
外
で
の
印
刷
製
本
の
取
引
実
績
の
あ
る
、
中

国
、
韓
国
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、

満
足
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
す
る
製
本
が
可
能
な
製
本
所

ナ
ッ
プ
に
追
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
在
庫

限
り
で
二
〇
二
一
年
、
品
切
れ
休
刊
と
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
三
一
年
間
の
新
共
同
訳
講
壇
用
聖
書
の
頒
布
冊
数

は
累
計
で
一
三
九
七
冊
に
上
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
口
語
訳
、
新
共
同
訳
講
壇
用
聖
書
は
、
三
方

の
小
口
に
金
沢
産
本
金
箔
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
金
の

価
格
は
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
一
グ
ラ
ム
千
円
前
後
で

安
定
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
五
か
ら
六
倍

に
上
昇
し
て
い
る
。
生
産
部
数
の
少
な
い
聖
書
は
、
資

材
の
高
騰
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、
最
も

大
き
く
影
響
を
受
け
る
の
が
講
壇
用
聖
書
で
あ
る
の
は

間
違
い
な
い
。
二
〇
二
一
年
を
も
っ
て
、
口
語
訳
と
新

共
同
訳
の
大
型
講
壇
用
聖
書
は
共
に
休
刊
と
な
っ
た
。

聖
書
協
会
共
同
訳
の

講
壇
用
聖
書
刊
行
へ
の
歩
み

　
日
本
聖
書
協
会
が
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
三
一
年
ぶ

を
見
出
す
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
二
〇
二
一
年
春
、
バ
ッ
ハ
が
か
つ
て

一
五
〇
か
所
に
及
ぶ
書
き
込
み
を
し
た
な
ど
の
細
部
を

再
現
し
た
、
特
に
大
型
の
カ
ロ
フ
聖
書
（
日
本
国
内
で

は
教
文
館
が
取
り
扱
っ
て
い
る
）
の
復
刻
（
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
版
）
を
行
っ
て
い
る
出
版
社
に
連
絡
を
取
り
、
そ

こ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ォ
プ
マ
・
ヴ
ィ
エ
ー
ル
製
本
所

を
紹
介
さ
れ
た
。
同
社
は
、
か
つ
て
印
刷
会
社
で
働
き
、

後
に
独
立
し
た
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
・
フ
ォ
プ
マ
さ
ん
が
、

二
〇
〇
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
北
部
の
ヴ
ィ
エ
ー
ル
村
に
開

い
た
工
房
で
、
特
殊
製
本
の
出
版
物
を
米
国
、
中
国
、

ド
イ
ツ
、
日
本
な
ど
、
海
外
か
ら
も
広
く
請
け
負
っ
て

い
る
。
最
初
の
連
絡
か
ら
ほ
ど
な
く
、
聖
書
協
会
共
同

訳
の
見
本
製
作
を
依
頼
し
た
。
出
版
部
で
は
、
見
本
が

出
来
上
が
る
ま
で
十
数
回
の
ウ
ェ
ブ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

重
ね
た
。
二
〇
二
一
年
八
月
に
到
着
し
た
見
本
は
、
こ

れ
ま
で
の
国
内
製
作
に
引
け
を
と
ら
な
い
極
め
て
高
品

質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
十
分
な
協
議
、
検
討
を

重
ね
、
製
作
を
依
頼
す
る
こ
と
が
年
内
に
決
定
さ
れ

た
。

　
聖
書
協
会
共
同
訳
の
講
壇
用
聖
書
の
、
印
刷
、
折
丁

の
綴
り
、
聖
書
の
中
身
（
ブ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
）
ま
で
の

製
作
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
で
行
わ
れ
る
。
そ
こ
ま
で
の

工
程
を
終
え
た
後
、
小
口
三
方
の
金
付
け
作
業
の
た

め
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
北
側
に
位
置
す
る
ザ
ン
ク

ト
・
ガ
レ
ン
州
の
シ
ュ
メ
リ
コ
ン
と
い
う
町
ま
で
、

フ
ォ
プ
マ
さ
ん
自
身
が
片
道
九
〇
五
キ
ロ
、
一
〇
時
間

特集

赤、白、緑表紙の新共同訳講壇用聖書

新共同訳（左）、口語訳（右）大型講壇用聖書
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様
の
意
匠
）
を
版
に
起
こ
し
て
印
刷
す
る
。
製
作
は
二

人
の
共
同
作
業
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
の
製
作
に
め
ど
が
つ
い
た
聖

書
協
会
共
同
訳
の
講
壇
用
聖
書
は
、
二
〇
二
二
年
春
か

ら
製
作
に
か
か
り
、
約
一
年
を
か
け
て
完
成
、
納
品
を

待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
製
作
は
合
計
で
三
〇
〇

冊
の
限
定
製
作
と
な
る
。
頒
布
価
は
旧
新
約
が
三
〇
万

円
、
旧
約
聖
書
続
編
付
き
が
三
二
万
円
（
い
ず
れ
も
本

を
か
け
て
車
を
運
転
し
て
ブ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
込

み
、
作
業
が
完
了
し
た
後
に
工
房
へ
持
ち
帰
っ
て
表
紙

を
付
け
る
。
欧
州
は
陸
続
き
の
た
め
、
長
時
間
の
自
動

車
移
動
も
珍
し
く
な
い
そ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
過
程
を

踏
ん
で
い
る
こ
と
は
、
日
本
に
い
て
は
な
か
な
か
想
像

が
及
ば
な
い
。
な
お
、
聖
書
の
見
返
し
と
化
粧
箱
内
側

に
使
わ
れ
る
マ
ー
ブ
ル
ペ
ー
パ
ー
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
さ
ん
が
制
作
し
た
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
（
大
理
石
模

体
価
格
）
と
極
め
て
高
価
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
礼
拝

堂
の
講
壇
に
お
い
て
朗
読
さ
れ
る
に
相
応
し
く
、「
聖

書
の
中
の
聖
書
」
と
し
て
送
り
出
せ
る
製
品
で
あ
る
と

期
待
し
て
い
る
。

ま
と
め

　
以
上
、
四
代
に
わ
た
り
講
壇
用
聖
書
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
製
作
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
新
た
な

講
壇
用
聖
書
の
製
本
技
術
は
、
欧
州
の
伝
統
的
な
手
工

芸
に
、
積
極
的
に
自
動
化
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
小
さ
な
工
房
の
職
人
が
作
業
を
担

う
状
況
に
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
が
な
い
。
将
来
に
わ

た
っ
て
講
壇
用
製
作
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
次

世
代
の
担
い
手
と
、
安
定
し
た
仕
事
量
が
必
要
で
、
と

も
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
読
者
諸
氏
に
も
、
ぜ
ひ
関

心
と
祈
り
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
。

●  

本
稿
に
採
り
上
げ
た
も
の
よ
り
、
さ
ら
に
古
い
講
壇
用
聖

書
を
所
有
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
講
壇
用
聖
書
に
つ

い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
日
本
聖
書
協
会

広
報
部
へ
ご
一
報
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

●  

聖
書
協
会
共
同
訳
の
講
壇
用
聖
書
に
つ
い
て
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
銀
座
・
教
文
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

当
分
の
間
見
本
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

耳板でブックブロッ
クを締める（左）
表紙箔押し（右）

マーブリング

フォプマ・ヴィエール製本所（右）
牧歌的な風景が広がるオランダ北部ヴィエール村の工房周辺（左）
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Q
：
収
録
前
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。

A
：
聖
書
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
言
葉
、
専
門
的
な
言
葉
、

独
特
の
言
い
回
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
予
め
『
N
H
K

日
本
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
新
辞
典
』
で
、
一
つ
一
つ
下

調
べ
を
し
ま
し
た
。
間
違
え
な
い
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト

に
自
分
で
も
印
を
付
け
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
下
読

み
を
し
て
、
収
録
に
臨
み
ま
し
た
。

Q
：
映
像
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
る
の
と
、
映
像

が
な
い
聖
書
を
朗
読
す
る
こ
と
で
、
違
い
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

A
：
正
直
、
難
し
い
お
仕
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
映

像
が
な
い
分
、
自
分
の
想
像
力
で
映
像
を
補
い
な
が
ら

読
ま
な
い
と
、
た
だ
淡
々
と
し
た
読
み
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
朗
読
は
無
音
で
聴
か
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
自
分
の
口
や
舌
を
動
か

し
た
と
き
の
リ
ッ
プ
ノ
イ
ズ
が
気
に
な
り
、
難
し
か
っ

た
で
す
。
収
録
時
間
も
長
め
で
、
集
中
力
を
途
切
ら
せ

な
い
よ
う
に
す
る
の
も
修
行
と
言
い
ま
す
か
、
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

Q
：
具
体
的
な
映
像
を
思
い
浮
か
べ
て
朗
読
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

A
：『
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
』

な
ど
の
映
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
ま
り
に
も
気
持
ち
が
入
り
す
ぎ
て
も
い
け
な
い

と
思
う
の
で
、
淡
々
と
安
定
感
を
保
ち
つ
つ
も
、
映
像

を
意
識
し
て
表
現
を
入
れ
て
い
く
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
か
っ
た
で
す
。

Q
：
特
に
印
象
に
残
っ
た
シ
ー
ン
は
あ
り
ま
す
か
。

A
：
一
般
の
人
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
「
初
め
に
言

（
こ
と
ば
）
が
あ
っ
た
」
か
ら
始
ま
る
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ

る
福
音
書
の
冒
頭
で
す
。
皆
さ
ん
も
大
切
な
章
だ
と

思
っ
て
聴
か
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
自
分

も
楽
し
ん
で
読
め
ま
し
た
。

Q
：
ラ
ジ
オ
の
お
仕
事
も
な
さ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
今

回
の
聖
書
朗
読
に
生
か
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

A
：
ラ
ジ
オ
で
は
マ
イ
ク
の
向
こ
う
に
い
る
人
を
想

像
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
お
顔
を
思
い

浮
か
べ
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
話
し
か
け
る
、
マ
イ
ク

の
前
に
は
人
が
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
話
し
か
け
る

よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
聖
書
朗
読

は
お
し
ゃ
べ
り
と
は
違
う
の
で
、
ど
ん
な
時
間
帯
に
ど

ん
な
気
持
ち
で
聴
か
れ
る
の
か
な
、
と
想
像
し
な
が
ら

務
め
ま
し
た
。

Q
：
や
り
直
し
が
重
な
っ
た
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に

気
持
ち
を
保
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
：
言
わ
れ
る
ま
で
、
自
分
で
疲
れ
て
い
る
と
か
、

テ
ン
ポ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
か
な
い

と
き
が
あ
り
ま
す
。
最
初
ど
ん
な
ペ
ー
ス
だ
っ
た
か
を

思
い
出
し
、
も
う
一
度
集
中
力
を
戻
す
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
の
ス
タ
ジ
オ
収
録
が
、
プ
ロ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
複
数
名
の

朗
読
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
お
一
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

な
お
、
朗
読
者
の
名
前
は
公
表
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

聖
書
協
会
共
同
訳
朗
読
ナ
レ
ー
タ
ー
に
聞
く

インタビュー
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Q
：
聖
書
を
耳
で
聴
く
リ
ス
ナ
ー
の
た
め
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
：
今
回
、
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
聖
書
を
朗

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に

な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
が
い
た
時
代
に
生
き
て
い
る
人
間

と
し
て
畏
れ
敬
っ
た
り
、
奇
跡
に
驚
い
た
り
、
そ
う
い

う
気
持
ち
も
少
し
乗
せ
て
読
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
伝
わ
れ
ば
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手
：
梶
浜 

淳
（
広
報
部
）

聖
書
協
会
共
同
訳
の
収
録
音
源
は
、
現
在
「
詩
編
」
を

「
ウ
ェ
ブ
バ
イ
ブ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
版
」
で
お
聴
き
い
た

だ
け
ま
す
。
こ
の
先
の
本
格
的
な
提
供
方
法
や
媒
体
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。

JBS Information

神奈川

J B S 情報

聖書協会共同訳セミナーイベント情報

小友  聡  氏
東京神学大学教授、
日本基督教団中村町教会牧師、
聖書協会共同訳
旧約翻訳者兼編集委員

定員限定：100名、要事前申し込み・当日ご来場の皆様には手指の消毒と
検温のご協力をお願いいたします。オンライン配信も実施する予定です。
詳しくは日本聖書協会ウェブサイトをご覧ください。

岡野絵里子  氏
詩人、
聖書協会共同訳
日本語担当翻訳者兼編集委員

日時：  2022年6月18日（土）13:30～15:30

会場：  日本キリスト教団鎌倉雪ノ下教会
 JR・江ノ電鎌倉駅より徒歩3分
 （駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください）

対談：  「旧約聖書  詩書・預言書の魅力を語る」（仮）
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実
家
に
戻
っ
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
と
き
、
東
京

に
役
人
と
し
て
単
身
赴
任
を
し
て
い
た
兄
が
病
気

に
な
り
、
そ
の
看
病
の
た
め
上
京
す
る
。
兄
は
病

気
が
癒
え
る
と
地
方
に
転
勤
と
な
っ
た
た
め
、
楫

子
も
同
家
を
去
る
が
、
熊
本
に
は
戻
ら
な
か
っ

た
。
実
は
楫
子
は
、
兄
の
家
で
書
生
と
し
て
働
い

て
い
た
妻
子
あ
る
男
と
関
係
、
一
子
ま
で
も
う
け

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
教
員
の
資
格
を
取
り
、
宣

教
師
ト
ゥ
ル
ー
（T

rue T
. Pitcher T

rue

）
の
経

営
す
る
新
栄
女
学
校
の
教
員
に
な
っ
た
。
ま
も
な

く
楫
子
は
、
新
栄
教
会
で
受
洗
。
楫
子
は
受
洗
に

よ
り
過
去
の
清
算
と
新
生
を
求
め
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
や
が
て
楫
子
は
同
じ
く
宣
教
師
の
運

営
す
る
桜
井
女
学
校
の
校
長
代
理
に
就
く
。
さ
ら

に
一
八
八
九
年
、
新
栄
女
学
校
と
桜
井
女
学
校
が

　
福
沢
諭
吉
は
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
、

明
治
維
新
を
経
験
し
た
者
の
人
生
を
「
一
身
に
し

て
二
生
」
と
言
い
表
し
た
。
矢
嶋
楫
子
の
人
生
を

顧
み
る
と
、
楫
子
も
ま
た
、
一
九
〇
四
年
を
境
に

し
て
彼
女
な
り
に
「
一
身
に
し
て
二
生
」
を
経
験

し
た
女
性
だ
っ
た
。
前
半
は
熊
本
、
後
半
は
東
京

に
お
け
る
生
活
に
分
か
れ
る
。

　
前
半
の
人
生
四
〇
年
は
、
ま
ず
二
四
歳
の
と
き

の
結
婚
が
大
き
く
そ
の
運
命
を
変
え
た
。
し
か

し
、
結
婚
し
た
先
方
は
、
す
で
に
子
供
も
三
人
あ

る
家
だ
っ
た
。
加
え
て
夫
は
酒
乱
だ
っ
た
。
そ
れ

に
も
耐
え
て
二
人
の
間
に
新
た
に
三
人
の
子
供
が

も
う
け
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
眼
病
を
機
に
生
後
ま

も
な
い
女
児
一
人
を
連
れ
て
婚
家
を
去
っ
た
。

一
身
に
し
て
二
生

矢
嶋
楫
子
と
聖
書

鈴
木
範
久  

す
ず
き  

の
り
ひ
さ  

立
教
大
学
名
誉
教
授

人物と聖書

上
京
と
受
洗

矢嶋楫子
日本キリスト教婦人矯風会提供

熊
本
に
お
け
る
半
生

34
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代
わ
っ
て
大
半
の
紙
面
が
、
卒
業
生
た
ち
の
回
想

に
割
か
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は

五
〇
年
史
に
も
八
〇
年
史
に
も
共
通
し
全
ペ
ー
ジ

の
半
分
以
上
に
お
よ
ぶ
。
そ
れ
だ
け
生
徒
を
大
切

に
し
た
学
校
の
反
映
だ
ろ
う
。

　
他
方
、
楫
子
は
一
九
〇
三
年
か
ら
日
本
キ
リ
ス

ト
教
婦
人
矯
風
会
の
総
理
に
も
就
い
て
い
る
。
日

露
戦
争
時
に
同
会
の
発
案
で
前
線
の
兵
士
に
送
ら

れ
た
慰
問
袋
の
な
か
に
は
聖
書
も
納
め
ら
れ
て
い

た
。

　
楫
子
が
好
ん
で
説
い
た
聖
書
の
言
葉
は
少
な
く

な
い
が
、
書
と
し
て
遺
さ
れ
た
聖
句
に
、
次
の
も

の
（
マ
タ
イ
伝
六
・
三
四
）
が
あ
る
。

　
　
一
日
の
苦
労
は
壱
日
に
て
足
れ
り

「
大
正
九
年
初
冬
成
瀬
君
の
求
に
依
り
て
筆
」
と

付
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
日
本
女
子
大
学
の

創
立
者
成
瀬
仁
蔵
に
乞
わ
れ
て
揮
毫
し
た
も
の
で

あ
る
。
二
人
は
と
も
に
女
子
校
の
創
立
と
そ
の
維

持
に
苦
労
し
た
仲
だ
っ
た
。

　
こ
の
年
、
楫
子
は
す
で
に
八
八
歳
の
米
寿
に
達

し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
た
万
国
矯
風
会
大
会
に
出
席
を
は
た
し

た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
五
年
、
女
子
学

院
教
員
三
谷
民
子
を
と
も
な
い
病
床
の
楫
子
を
見

舞
っ
た
内
村
鑑
三
は
、「
現
代
の
日
本
に
於
け
る

最
大
の
女
丈
夫
」
と
日
記
に
記
し
た
。

合
併
し
女
子
学
院
と
な
る
と
同
校
の
初
代
院
長
に

就
任
し
た
。

　
女
子
学
院
に
は
校
則
は
な
か
っ
た
。
代
わ
っ
て

自
治
の
大
切
さ
を
教
え
た
と
い
う
。
楫
子
の
担
当

は
聖
書
教
育
で
あ
っ
た
。
そ
の
口
癖
は
「
あ
な
た

方
は
聖
書
を
持
つ
て
ゐ
ま
す
、
だ
か
ら
自
分
で
自

分
を
治
め
な
さ
い
」
だ
っ
た
。
旧
約
聖
書
に
よ
り

「
私
ど
も
は
ル
ツ
を
学
ん
で
落
穂
を
拾
ひ
ま
せ
う

よ
」、
ま
た
新
約
聖
書
に
よ
り
「
け
ぶ
れ
る
麻
を

消
す
こ
と
な
く
、
傷
め
る
葦
を
折
る
こ
と
な
し
」

の
心
で
生
徒
た
ち
に
接
し
た
。

　
女
子
学
院
の
学
校
史
を
ひ
も
と
く
読
者
は
、
そ

れ
が
、
た
だ
の
編
年
史
で
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

楫子が遺した聖句

日露戦争時（1904年7月）聖書を入れて
戦地に送られた慰問袋
日本キリスト教婦人矯風会提供

女
子
学
院
の
聖
書
教
育

聖
書
の
言
葉
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岡
野
絵
里
子

聖
書
協
会
共
同
訳
聖
書
の
翻
訳
事
業
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
事
業
も
後
半
に
さ
し
か
か
っ

た
二
〇
一
四
年
か
ら
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
聖
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
二
〇
一
八
年
末
で
す
か
ら
、

五
年
近
く
の
間
、
新
し
い
聖
書
の
た
め
の
言
葉
を
求
め
て
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夏

と
冬
に
は
合
宿
が
あ
り
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
緻
密
な
翻
訳
作
業
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
合
宿

が
修
道
院
で
行
わ
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
朝
に
は
聖
堂
で
祈
り
の
時
間
も
持
た
れ
、
不
思
議
な
ほ
ど

清
ら
か
な
空
気
に
満
た
さ
れ
た
日
々
で
し
た
。
聖
書
の
仕
事
に
携
わ
る
人
々
の
意
志
が
祈
り
に
よ
っ

て
強
め
ら
れ
、
透
き
通
っ
て
い
く
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

編
集
会
議
の
始
ま
る
前
、
ま
た
翻
訳
作
業
の
始
ま
る
前
に
も
必
ず
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
祈
る
前
に
現
れ
る
一
瞬
の
静
寂
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
詩
人
た
ち
が
言
葉
を
待
つ

時
の
静
け
さ
と
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。

主
は
朝
ご
と
に
私
を
呼
び
覚
ま
し

私
の
耳
を
呼
び
覚
ま
し

弟
子
と
し
て
聞
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
。

（
イ
ザ
ヤ
書
五
〇
章
四
節
）

朝
ご
と
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
者
の
よ
う
に
、
私
た
ち
も
導
き
を
願
い
、
そ
の
声
を
聴
く
者
に
な
っ

て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
朝
の
祈
り
、
務
め
の
祈
り
。
祈
る
と
は
始
め
る
こ
と
で
も
あ
る
の

で
し
た
。
自
分
た
ち
の
魂
が
確
か
に
今
こ
こ
に
あ
っ
て
、
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
を
、
私

は
感
じ
て
い
ま
し
た
。

祈
り
へ
の
回
帰

エ
ッ
セ
ー
45

第5回翻訳者合宿
（2015年8月、那須・ベタニア修道女会聖ヨゼフ山の家）
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祈
り
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
定
義
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
「
祈
り
は
魂
の
呼
吸
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
人
の
魂
に
と
っ
て
、
呼
吸
す
る
よ
う
に
自
然
で
、
必

要
不
可
欠
な
も
の
。
祈
り
の
言
葉
は
魂
の
息
吹
で
あ
る
ゆ
え
に
、
特
別
な
力
を
持
つ
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

二
〇
一
二
年
、
イ
ン
ド
の
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
の
生
誕
一
五
〇
年
記
念
行
事
と
し
て
、
日
本
の
詩
人
た

ち
で
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
が
甦
り
ま
す
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神
カ
ー
リ
ー
を
祀
っ
た

カ
ー
リ
ー
ガ
ー
ト
寺
院
で
は
、
カ
ー
リ
ー
は
殺
戮
と
破
壊
の
女
神
で
、
血
を
好
む
こ
と
か
ら
、
首
を

切
っ
た
山
羊
を
供
え
て
祈
る
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
震
え
て
い
る
山
羊
の
耳
に
口
を
寄
せ
、

自
分
た
ち
の
願
い
を
女
神
に
伝
え
る
よ
う
、
言
い
聞
か
せ
て
い
る
人
々
の
顔
は
恐
ろ
し
い
形
相
で
し

た
。
彼
ら
の
祈
り
は
報
復
の
祈
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、
持

ち
き
れ
な
い
怒
り
や
恨
み
を
神
に
委
ね
、
人
は
自
制
す
る
た
め
の
儀
式
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
他
者
の
不
幸
を
望
む
呪
い
で
あ
っ
て
も
、
祈
り
の
言
葉
は
力
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
れ

は
人
が
望
ん
だ
よ
う
で
は
な
く
、
幸
福
に
な
る
叶
い
方
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
さ
さ
や
か
な
生
き
物
で
、
生
き
る
た
め
の
重
す
ぎ
る
荷
を
背
負
い
、
う
つ
む
い
て
歩
い 

て
い
ま
す
。
で
も
頭
上
に
永
遠
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
見
上
げ
る
た
め
に
よ
き
祈
り
が
い
る 

の
で
す
。

 

祈
り
は
い
つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
。
翻
訳
作
業
中
、
原
語
担
当
の
先
生
が
微
笑
ん

で
、「
よ
い
訳
語
が
出
る
よ
う
、
今
祈
っ
て
い
た
の
で
す
よ
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
多
忙
に
心
を
見
失
い
が
ち
だ
っ
た
日
々
か
ら
、
私
自
身
も
祈
り
の
な
か
へ
帰
っ
て
来
た
の
で

し
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
聖
書
協
会
共
同
訳
聖
書
は
完
成
し
た
の
で
す
。
祈
り
に
支
え
ら
れ
、
大
き

な
困
難
を
乗
り
越
え
た
後
の
、
そ
れ
は
静
か
な
喜
び
で
し
た
。

岡野絵里子（おかの・えりこ）　
詩人　
聖書協会共同訳日本語担当翻訳者・
編集委員
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AVACOだより

JBS web
国内視聴覚事業
献金ページ

AVACO web  
講習会ページ

講習会動画の再配信を！
とのお声をいただき、今
年も“re-講習会”を開催し
ま す。2021年 開 催 の

「AVACOオンライン講習会  
supported by  ウェスレー
財団」と「第72回キリスト
教視聴覚教育講習会 in オ
ンライン」より3講座を各
30日間 無 料 配 信します。
キリスト教教育に関わる
方々の春からの歩みの力
へと、ぜひご活用ください。

その他、「第73回キリスト教視聴覚教育講習会」を
2022年夏に開催予定。詳しい情報は、AVACOの
WebサイトやSNSでお知らせします。お楽しみに♪

キリスト教視聴覚センター・愛称 “AVACO（アバコ）”のブランドネームで親しまれている視聴覚部
からのおたよりです。キリスト教視聴覚教育に関する情報をお届けします。

　コロナ禍の2020年から、AVACOのWebサイトを学びの
場への入口に、無料オンライン講習会を折々に開催して
います。子どもたちの健やかな成長を祈り、見守り支えて
おられる方々へエールを贈る思いで、企画運営。テキスト
の無料ダウンロードや参考書籍のご紹介、Webアンケー

トも実施しています。
　2021年は3つの講習会（13講座）、合計240日間を無料
配信しました。「実践の時を思ってワクワクしました」「教
会だけでなく、学校や家庭でも、大事なことだと思いまし
た」などのお声が届いています。ぜひ一度ご参加ください。

AVACOの無料オンライン講習会って？

視聴覚部：キリスト教視聴覚センター（AVACO）の活動をお支えください

「re-講習会30days  in オンライン 2022」を4月1日から開催

AVACO のWebサイトやSNSにお立ち寄りください

AVACOのWebサイトが2021年6月にリニューアルしまし
た。各種講習会、教材活用を交えた商品紹介など、最新
情報をご覧いただけます。Facebook、Twitter、YouTube
チャンネルにもお立ち寄りください。

講習会の開催やメディアの研究・製作には多額の費用が掛
かりますが、多くの方に利用していただくため、利用者の負
担を少なくする努力を続けています。この活動をこれからも
継続していくため、皆様のご支援をお願いいたします。

国内視聴覚事業献金について：
https://www.bible.or.jp/collection/avaco.html

2022年6月1日（水）〜30日（木）
「かんたんお絵描き ◯△□から

始めよう」藤本四郎先生
（絵本画家、風景画家）

2022年5月2日（月）〜31日（火）
「四季折々、自然の恵みをいただ

きます〜季節に合わせた食べ方・
暮らし方〜」中村きよみ先生
（日本中医食養学会前副会長・最高顧問）

2022年4月1日（金）〜30日（土）
「花草木、季節彩り子ども工作」

間宮理枝先生
（フラワーアレンジメント講師）

AVACO 
web サイト



15 Bible Guide

Bible Guide

「主は私の羊飼い。私は乏しいことがない。」

主の言葉と過ごす、ひと時を

ユダヤ教、キリスト教の伝統の中で歌い継がれてきた「詩編」格好の入門書

聖書協会共同訳

詩編をよむために

●A5判 ●160ページ 
●並製本 ●ジャケット掛け
●ISBN978-4-8202-9280-7
●定価1,210円

（本体1,100円＋税）

●縦135mm×横103mm、
　合成皮革装、スリーブケース入り、
　432ページ
●ISBN978-4-8202-9278-4
●定価1,980円（本体1,800円＋税）

聖 書 協 会 共 同 訳 準 拠 の 「 詩 編 」 ガ イドブック
●「詩編の基礎知識―構成、技法、研究史、 
　　そして……」 飯  謙
　  詩編に使われる聖書特有の技法、また詩 
 編全体の構造について、最近の研究の 
 傾向にも触れつつ解説します。
●「詩編に親しむ―心に泉を」 春日いづみ
 歌人として、うたとしての詩編の魅力につ 
 いて、幾つかの詩編と、日本の歌人の作 
 品にあたりつつ語られます。
●「川のある風景」 石川  立
　  ３つの「川」のほとりが描かれた詩編を 
 取り上げ、具体的に読みとれる事柄を深 

 く味わいます。
●「天を仰いで神に歌う
　  ―悲しみ、嘆き、報復の詩がなぜ詩編に 
 あるのか」 石田 学
　  詩編の中に幾つも見られる、信仰者に 
 よるものとは思えない嘆きや呪いの言葉 
 から多くを考えさせられます。
●「詩編を日本語で歌う―「典礼聖歌」を手 
 がかりとして」 西脇 純
　  答唱詩編、典礼聖歌などカトリックの典礼 
 における詩編の位置づけと魅力について 
 述べられます。

ひと時の黙想
全き心を求めて
ストーミー・オマーティアン：著　日本聖書協会：訳

合成皮革装・スリーブケース入り

多様な読み方が可能な詩編を、最新の聖書協会共同訳で
味わうための道先案内となる、一冊です。
聖書協会共同訳の詩編の翻訳事業に携わり、各専門分野の第一線で
活躍中の執筆者による、それぞれの視点からの行き届いたレクチャーが、
詩編の豊かな世界へ導いてくれることでしょう。

黙想シリーズ第４弾。１日１ページ、聖句と著者による祈りの日めくり形式。
短い時間で日々 の黙想を続けていくことができます。
「私たちの想像をはるかに超えた」「神が私たちのために備えておられる全き人生」
（著者前書きより）を歩みたいと望むすべての方に。

黙 想 シ リ ー ズ 好 評 発 売 中！
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先
日
、
半
世
紀
前
の
海
外
Ｓ
Ｆ
小
説
全 

三
一
巻

を
見
つ
け
衝
動
買
い
し
ま
し
た
。
そ
の
世
界
で

は
、
人
類
は
銀
河
に
果
て
し
な
く
広
が
り
世
代
を

重
ね
、
地
球
（
土
く
れ
）
と
い
う
星
な
ど
誰
も
知

り
ま
せ
ん
。
一
〇
歳
で
地
球
を
捨
て
宇
宙
船
に
密

航
し
た
少
年
は
、
宇
宙
を
渡
り
歩
き
大
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。
彼
は
地
球
へ
帰
る
た
め
、
毎
回
絶
望

的
状
況
で
戦
い
、
出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
、

星
を
渡
り
続
け
る
の
で
す
。
彼
が
故
郷
に
帰
れ
た

の
か
結
末
を
知
り
た
く
て
、
一
日
一
冊
ず
つ
読
み

進
め
て
い
ま
す
。
現
実
世
界
の
肉
体
も
、
土
に
還

り
ま
す
。
私
た
ち
の
帰
る
べ
き
故
郷
は
ど
こ
か
、

そ
の
時
は
い
つ
か
と
考
え
ま
す
。

　

本
誌
創
刊
は
、
今
か
ら
三
〇
年
前
の
一
九
九
二

年
一
一
月
で
し
た
。
五
〇
号
の
一
つ
手
前
に
至
り

ま
し
た
。
誌
名
に
込
め
ら
れ
た
、「
神
の
言
葉
の

種
ま
き
」
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
二
〇
二
五

年
、
国
内
の
聖
書
事
業
開
始
か
ら
一
五
〇
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
先
、
皆
様
に
明
る
い
話

題
を
お
届
け
す
べ
く
努
め
て
い
き
た
い
と
願
い

ま
す
。

　

本
誌
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
広
報
部
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

この印刷物はFSC®認証紙を
使用しています。

編
集
後
記

後援会員になって聖書普及活動を継続してお支えください。
すべての人に「み言葉」が届けられる日の実現を共に目指してまいりましょう。

お 捧 げ い た だ く 年 会 費 に よ っ て 、 国 内 外 の 聖 書 普 及 が 支 え ら れ ま す 。

※�その他、被災地支
援や神戸バイブル・
ハウス支援など、
必要に応じて支援
を行っています。

日 本 聖 書 協 会 　 後 援 会 に ご 入 会 く だ さ い  !

海外聖書製作 手話訳聖書製作支援 点字聖書製作

Become a member and support the Bible Work

★募金部へのお問い合わせ、後援会ご入会のお申し込み
TEL : 03-3567-1980　E-mail : fund-raising@bible.or.jp

ライフ・メモリアル献金をお申し込みの方には、日本聖書協会より「記念聖書」をお贈りいたします。

記念献金は10万円からお受けいたします。

※�遺贈献金をお考えの
方は、どうぞ募金部
まで、ご相談、お問
い合わせください。

「ライフ・メモリアル 献 金 」 を お 勧 め い た し ま す 。

遺贈献金
遺言による遺産の贈与、生前贈与、または
相続された遺産の贈与の時に。

記念献金
信仰生活の節目、金婚・銀婚を迎えた時、
定年退職など人生における節目に。

日本聖書協会が進める
聖書支援プログラム

「いのちの糧」を届けたい！

後援会入会申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
ホームページでも「入会申し込み」をお受けしています。
https://www.bible.or.jp/collection/col07.html

終身会員 ご入会いただいた方には、会員証
と会員バッジを進呈し、年4回発
行のニュースレター「からし種」
をお届けして、聖書普及の働きを
詳しくご報告いたします。

1口／1,000円 1口／3,000円 1口／5,000円
1口／10,000円 1口／50,000円一般会員

New 　生涯後援会員　1口50万円からお受けいたします。
※�初回のご登録時に一括で会費をお預かりします。毎年の年会費をご納入いただく
ことなく、一生涯、会員資格と特典をお受けいただける終身制度です。生涯会員
としてのご登録時に、「記念聖書」をお贈りいたします。詳しくは募金部までお
問い合わせください。

年会費は5つのタイプからお選びいただけます。 会員バッジ
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